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沖縄医療生協の現状 2022年１月末

組合員数
出 資 金

98,422人
19億6,295万6千円

人

発行所

沖

発行人

医療生協
だより

沖
縄

2
月
24
日
（
木
）
２
０
２
１

年
度
第
２
回
組
合
員
活
動
交
流

集
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催

さ
れ
、
75
名
（
支
部
・
地
域
45

名
、
事
業
所
30
名
）
が
参
加
し
ま

組
合
員
の
皆
様
、
２
０
２
１
年

度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
自
粛
が
続

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
各
事
業

所
で
は
第
6
波
に
よ
る
感
染
者
の

受
け
入
れ
、
感
染
予
防
策
の
徹

底
と
合
わ
せ
て
通
常
の
医
療
・
介

護
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
で

は
、
巣
ご
も
り
状
態
に
よ
る
健
康

の
低
下
や
困
り
ご
と
が
な
い
か
、

電
話
や
訪
問
活
動
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
困
難
な
状
況
を
協
力

と
助
け
合
い
で
の
り
こ
え
て
き

ま
し
た
が
、
同
時
に
地
域
・
事
業

所
と
も
に
加
入
や
増
資
活
動
の

到
達
は
例
年
の
7
割
前
後
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、
し
め
く
く
り
月
間
を
推

し
進
め
て
次
年
度
へ
む
け
た
勢

い
を
つ
く
り
だ
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

年
間
2
億
円
の
増
資

し
め
く
く
り
月
間
は
、
年
度
末

の
3
月
に
医
療
生
協
で
取
り
組
む

全
国
四
課
題
（
加
入
、
増
資
、
班

づ
く
り
・
班
会
開
催
、
担
い
手
ふ

や
し
）
の
年
間
目
標
の
総
達
成
を

め
ざ
し
て
全
体
で
大
き
く
す
す
め

る
取
り
組
み
で
す
。

重
点
目
標
は
「
年
間
2
億
円
の

増
資
」
達
成
で
す
。
増
資
は
生
協

を
強
く
大
き
く
す
る
た
め
に
元
手

と
な
る
お
金
を
自
分
達
で
増
や
し

て
い
く
取
り
組
み
で
す
。
こ
れ
ま

し
た
。
主

な
目
的
は

「
２
０
２
１

年
度
全
国
四

課
題
の
目
標

達
成
に
向

け
、
し
め
く

く
り
月
間
に

む
け
た
意
思

統
一
を
図

る
。」「
組
合

員
活
動
の
実

践
を
交
流

し
、
学
び
あ

う
場
と
す

る
。」
で
し

た
。内

容
は
①

学
習
講
演

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に
貢
献
す
る
Ｅ
Ｓ

Ｄ
」
と
題
し
、
県
の
教
育
庁
生
涯

学
習
振
興
課
社
会
教
育
主
事
・
神

村
智
子
氏
に
よ
る
講
演
、
沖
縄
医

し
め
く
く
り
月
間
で
、

新
と
よ
み
生
協
病
院
建
設
を
支
え
る

増
資
運
動
を
広
げ
よ
う

ＳＤＧｓの達成に向け、沖縄県と共に県民に向
けたＳＤＧｓの普及活動にとりくみます。

意志統一できた！
組合員活動交流集会

で
地
域
、
事
業
所
で
増
資
推
進
に

力
を
入
れ
、
1
億
を
超
す
増
資

が
あ
り
ま
し
た
が
、
年
度
末
に

7
千
万
円
を
超
え
る
減
資
・
脱
退

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

最
終
盤
の
1
ヶ
月
間
、
組
合
員
の

皆
様
へ
「
増
資
」
へ
の
ご
協
力
を

呼
び
か
け
ま
す
。

今
年
は
沖
縄
医
療
生
協
創
立
50

周
年
を
迎
え
ま
す
。
同
時
に
新
と

よ
み
生
協
病
院
の
建
設
作
業
が
始

ま
り
ま
す
。
未
来
を
見
据
え
た
事

業
の
成
功
に
む
け
て
力
を
合
わ
せ

ま
し
ょ
う
。
各
支
部
・
事
業
所
、

地
域
で
、
感
染
予
防
に
も
留
意
し

な
が
ら
月
間
の
取
り
組
み
を
す
す

め
ま
し
ょ
う
。
立
て
た
目
標
を
や

り
遂
げ
て
、
元
気
よ
く
新
年
度
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

※
増
資
は
も
よ
り
の
事
業
所
、
職

員
や
担
当
者
ま
で
お
気
軽
に
声

か
け
を
。
振
り
込
み
も
受
け
付

け
ま
す
。

◎
し
め
く
く
り
月
間
期
間

3
月
1
日
〜
3
月
31
日

本
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
部

部
長

香
村
英
俊

療
生
協
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
基
本
構
想
」

②
沖
縄
医
療
生
協
50
周
年
の
と
り

く
み
③
沖
縄
医
療
生
協
記
録
動
画

「
わ
っ
た
ー
病
院
」
上
映
④
活
動

報
告
・
す
ま
い
る
カ
フ
ェ
北
谷
、

沖
縄
協
同
病
院
⑤
２
０
２
１
年
度

し
め
く
く
り
月
間
に
向
け
た
提
起

⑥
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

感
想
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は

「
２
０
１
５
年
に
採
択
さ
れ
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
が
や
っ
と
今
動
き
出
し
た

感
じ
が
す
る
」
記
録
動
画
﹇
わ
っ

た
ー
病
院
﹈
で
は
「
母
が
生
き
て

い
る
頃
、
積
極
的
に
家
で
班
活
動

を
し
て
い
た
」「
動
画
を
見
て
出

資
金
を
集
め
な
い
と
い
け
な
い
と

感
じ
た
」
な
ど
出
さ
れ
、
３
月
の

月
間
に
向
け
て
の
意
思
統
一
が
で

き
ま
し
た
。

本
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
部島

袋
聡

沖縄医療生協だより

【医療福祉生協の理念】　健康をつくる。　平和をつくる。　いのち輝く社会をつくる。
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さ
れ
て
い
る
べ
き
な
の
で
す
が
、

現
在
は
、
生
活
保
護
世
帯
と
そ
れ

に
準
ず
る
と
み
ら
れ
る
状
態
の
世

帯
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
支

給
内
容
と
金
額
の
国
基
準
は
別
表

の
通
り
で
す
。
こ
の
項
目
以
外
を

上
乗
せ
し
て
支
給
を
し
て
い
る
市

町
村
も
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
こ
の
項
目
全
部
を
支
給
し
て
い

る
市
町
村
は
県
内
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
支
給
項
目
と
金
額
を
増
や
す

運
動
が
必
要
で
す
。
給
食
費
無
料

化
の
運
動
も
広
げ
ま
し
ょ
う
。

新
入
学
の
子
ど
も
に
対
し
て

は
、
3
月
に
前
倒
し
で
新
入
学
準

備
金
を
支
給
し
て
い
る
市
町
村
が

あ
り
ま
す
。
入
学
説
明
会
な
ど
で

学
校
や
市
町
村
教
育
委
員
会
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
て
も
、
修

学
旅
行
費
と
医
療
費
は
就
学
援
助

去
る
2
月
4
日
（
金
）、
5
日

（
土
）
に
「
２
０
２
１
年
度
医
師

団
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛
威
を

ふ
る
う
中
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
両
日
合
わ
せ
て

総
数
１
２
５
名
（
医
師
56
名
、
医

師
以
外
69
名
）
の
参
加
で
し
た
。

1
日
目
の
学
習
講
演
で
は
「
人

新
世
の
資
本
論
」
で
著
名
な
大
阪

市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

准
教
授
の
斎
藤
幸
平
先
生
を
講
師

に
お
招
き
し
、
資
本
主
義
の
過
剰

な
経
済
成
長
の
裏
で
コ
ロ
ナ
危

機
・
気
候
危
機
や
格
差
と
貧
困
が

進
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
危
機
は
そ
の
よ
う
な
社
会
シ

学
校
に
か
か
る
費
用
が
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
な

ど
か
ら
く
る
通
信
環
境
が
な
い

な
ど
新
た
な
困
難
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
教
育
に
関
わ

る
「
困
っ
た
」
を
解
決
し
て
経

済
的
な
負
担
を
減
ら
し
、
ど
の

子
に
も
学
び
や
す
い
環
境
を
作

る
制
度
の
一
つ
と
し
て
就
学
援

助
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
本
来

な
ら
憲
法
26
条
「
義
務
教
育
は

無
償
」
の
立
場
か
ら
お
金
の
心

配
な
く
学
校
へ
行
け
る
よ
う
に

組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
は
じ
め

ま
し
て
。
沖
縄
協
同
病
院
集
中
治

療
室
で
勤
務
し
て
い
る
松
本
幸
作

と
申
し
ま
す
。

私
は
沖
縄
県
看
護
協
会
で

２
０
２
０
年
8
月
か
ら
２
０
２
１

年
2
月
ま
で
の
半
年
間
の
研
修
を

修
了
し
、
感
染
管
理
認
定
看
護
師

（
以
下
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て

お
話
い
た
し
ま
す
。

感
染
管
理

　
　
　
認
定
看
護
師
の
役
割

現
在
、
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
全
国
で

２
９
３
０
名
、
沖
縄
県
で
は
66

名
（
２
０
２
１
年
2
月
現
在
）
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。
主
な
役
割
と

し
て
は
、
感
染
症
に
対
す
る
、
知

識
の
普
及
・
技
術
指
導
・
相
談
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
は
多
く
の
施
設
で
ク
ラ
ス

タ
ー
や
家
庭
内
感
染
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
施
設
、
地

域
に
赴
い
て
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ

為
に
日
々
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
収
束
の
兆
し
が
見
え
ず

不
安
な
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
陽

は
ま
た
昇
り
ま
す
。
現
状
と
し
っ

か
り
向
き
合
い
、
自
身
が
出
来
る

沖
縄
協
同
病
院
集
中
治
療
室
感
染
管
理
認
定
看
護
師

松
本
幸
作

感
染
管
理
認
定
看
護
師

（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
に
つ
い
て

感
染
管
理
認
定
看
護
師

（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
に
つ
い
て

感
染
管
理
認
定
看
護
師

（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
に
つ
い
て

事
を
や
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
為
に

私
達
を
大
い
に
活
用
し
、
利
用
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
医
療
生
協
に
は
、
沖
縄
協

同
病
院
に
２
名
・
と
よ
み
生
協
病

院
に
１
名
・
中
部
協
同
病
院
に
１

名
、
感
染
管
理
に
従
事
し
て
お
ら

れ
る
先
輩
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
今
回
の
研
修
で
私
自
身
含
め

３
病
院
に
各
１
名
、
計
３
名
の
Ｃ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
３
病

院
で
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
感
染

症
に
強
い
病
院
を
目
指
し
、
日
々

の
業
務
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
皆
さ
ん
に
お
目
に

か
か
る
事
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

の
申
請
を
し
て
い
な
い
と
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
必
要
書
類
な
ど
は
市
町
村

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
か
ら
、

学
校
の
事
務
室
や
教
育
委
員
会

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

も
う
す
ぐ
新
入
学
・
新
学
年

就
学
援
助
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
!!

わくちん

沖
縄
県
母
親
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
長

波
平
文
子

ス
テ
ム
を
変
え
て
い
く
絶
好
の
機

会
で
あ
り
、
人
々
が
本
気
で
気
候

危
機
に
取
り
組
む
に
は
「
本
当
の

豊
か
さ
と
は
な
に
か
、に
気
づ
く
」

価
値
観
の
転
換
が
必
要
だ
と
い
う

も
の
で
し
た
。

2
日
目
の
本
会
議
で
は
、「
コ

ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
医
療
・
介
護
・

福
祉
」
を
テ
ー
マ
に
「
新
と
よ
み

生
協
病
院
の
展
開
」、「
在
宅
生
活

を
支
え
る
や
ん
ば
る
協
同
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
取
組
」、「
医
師
の
働
き

方
改
革
」
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、

そ
の
後
の
Ｓ
Ｇ
Ｄ
で
「
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
時
代
の
民
医
連
の
あ
り
よ

う
」、「
病
院
増
床
後
の
施
設
間
連

携
」、「
医
師
の
働
き
方
改
革
に
必

要
な
こ
と
」
に
つ
い
て
議
論
し
、

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
活
発

な
議
論
の
後
多
く
の
ご
意
見
を
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
向

研
修
報
告
で
は
6
名
の
医
師
・
歯

科
医
師
か
ら
帰
任
後
の
医
療
活
動

の
展
望
な
ど
の
報
告
を
受
け
た
く

さ
ん
の
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
2
年
間
、
民
医
連

事
業
所
で
は
職
員
が
団
結
し
て

様
々
な
困
難
を
乗
り
切
っ
て
き
た

こ
と
を
再
確
認
し
、こ
れ
か
ら
の
医

療
活
動
の
展
開
に
向
け
た
人
材
確

保
・
働
き
方
な
ど
に
つ
い
て
課
題

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※
Ｓ
Ｇ
Ｄ
：
ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

沖
縄
民
医
連

事
務
局
次
長

當
山
浩
三

コロナ禍の困難を乗り切る
団結力を再確認！

コロナ禍の困難を乗り切る
団結力を再確認！

コロナ禍の困難を乗り切る
団結力を再確認！

沖縄民医連・沖縄医療生協共催
2021年度 医師団会議

2022年度の就学援助の支給内容と金額
（年額、単位；円）　国基準

支給項目 小学校 中学校
学 用 品 費 11,630 22,730
体 育 実 技 用 具 費 − 柔道(7,650)

剣道(52,900)
新 入 学 児 童 生 徒
学 用 品 費 等 54,060 60,000
通 学 用 品 費
(第１学年を除く ) 2,270 2,270
通 学 費 40,020 80,880

校 外
活 動 費

宿泊を伴わ
ないもの 1,600 2,310
宿泊を伴う
もの 3,690 6,210

修 学 旅 行 費 22,690 60,910
ク ラ ブ 活 動 費 2,760 30,150
生徒会費（児童会費） 4,650 5,550
Ｐ Ｔ Ａ 会 費 3,450 4,260
医 療 費 トラコーマや中耳炎､虫歯､結膜炎、

寄生虫など6つの学校病の治療費
給 食 費
（完全給食標準単価） 53,000 62,000
オ ン ラ イ ン 学 習
通 信 費 ※ 14,000 14,000
卒業アルバム代等 11,000 8,800
日本スポーツ振興
セ ン タ ー 掛 金 小中学校の掛金の２分の１

※�オンライン学習に必要な通信費（モバイルルーター等の通
信機器の購入又はレンタルにかかる費用を含む）

沖縄医療生協だより

【医療福祉生協の理念】　健康をつくる。　平和をつくる。　いのち輝く社会をつくる。
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軍
国
主
義
、
皇
民
化
教
育
の

徹
底
で
親
子
兄
弟
の
間
に
も
埋
め

が
た
い
亀
裂
が
生
じ
る
。
あ
る

日
突
然
「
僕
は
今
日
か
ら
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
の
子
ど
も
で
は
な

い
、
天
皇
陛
下
の
子
供
で
す
」
と

言
わ
れ
た
母
の
衝
撃
は
想
像
を
超

え
る
。

ま
た
、
父
が
防
衛
隊
に
応
召

し
、
兄
が
「
青
年
義
勇
隊
」
に
編

成
さ
れ
て
、「
戦
争
は
負
け
る
と

言
う
お
じ
さ
ん
の
立
場
は
間
違
っ

て
い
る
」
と
反
発
す
る
「
軍
国
少

年
」
が
育
っ
て
い
た
。

学
校
が
兵
舎
に
な
っ
て
、
軍
が

駐
屯
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
学
校

や
教
育
は
一
変
し
た
。
集
団
登
校

や
宮
城
遙
拝
が
行
わ
れ
、
す
で
に

青
空
教
室
が
始
ま
っ
て
い
た
。

差
別
の
空
襲
、
艦
砲
攻
撃
、
銃
撃

と
い
う
「
鉄
の
暴
風
」
に
見
舞
わ

れ
、
そ
の
中
を
住
民
は
彷
裡
し
た
。

超
低
空
の
艦
載
機
は
住
民
の
避

難
地
も
襲
っ
た
。
前
線
、
後
方
の

別
な
く
、
戦
場
と
な
っ
た
沖
縄
に

安
住
の
地
は
な
か
っ
た
。

住
民
の
被
災
は
、
地
域
に
よ
っ

て
、
個
人
に
よ
り
、
ま
た
日
本
軍

部
隊
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

る
が
「
伊
保
の
浜
部
落
は
、
米
軍

の
砲
撃
で
一
戸
残
ら
ず
焼
失
。
7

人
が
日
本
軍
に
ス
パ
イ
呼
ば
わ
り

さ
れ
て
虐
殺
さ
れ
た
。
村
の
人
ロ

5
千
人
余
が
犠
牲
に
な
り
、
一
家

全
滅
世
帯
は
22
％
に
及
ん
だ
」。

「
喜
屋
武
岬
で
捕
虜
に
な
っ
た

と
き
、
30
人
余
い
た
身
内
で
生
き

残
っ
た
の
は
二
人
だ
け
。
私
は
砲

撃
で
太
も
も
を
失
い
、
半
身
不
随

の
身
、
耳
も
鼓
膜
が
破
れ
難
聴
に

な
っ
た
」。

こ
う
し
た
「
地
獄
の
戦
場
」
の

中
で
、
米
軍
の
捕
虜
に
な
っ
て
生

き
残
り
、
収
容
所
生
活
を
送
っ
た

の
は
27
人
の
話
者
の
う
ち
17
人
い

る
。

語
ら
れ
て
い
る
体
験
談
の
内
容

⑴

被
災
の
状
況

多
く
の
住
民
の
被
災
は
十
十
空

襲
（
１
９
４
４
.10
.10
）
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
が
、
な
か
に
は
米
潜

水
艦
に
よ
り
撃
沈
さ
れ
た
湖
南

丸
（
１
９
４
３
.12
.21
）
の
犠
牲

者
を
出
し
た
家
族
が
3
人
い
る
。

「
軍
の
機
密
で
、
那
覇
港
で
の
見

送
り
は
禁
止
、
船
が
沈
ん
で
人
が

死
ん
で
も
一
切
明
ら
か
に
し
な

か
っ
た
」。

＊
湖
南
丸
が
魚
雷
で
沈
め
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
の
は
１
９
８
３

年
。「
息
子
の
遺
骨
は
62
年
た
っ

た
今
も
大
島
の
海
の
底
に
眠
っ
た

ま
ま
」。
断
片
的
だ
が
、
米
軍
の

本
島
上
陸
以
後
の
様
相
は
次
の
よ

う
で
あ
る
。

「（
嘉
手
納
上
陸
の
）
当
日
は
、

空
襲
と
違
う
異
常
な
轟
音
が
一
日

中
鳴
り
響
く
中
で
、
頑
丈
な
岩
石

が
揺
れ
動
き
、
こ
の
振
動
で
尻
の

皮
が
す
り
む
け
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
」
と
米
軍
上
陸
時
の
激
し
い
砲

爆
撃
音
が
記
憶
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
各
地
は
陸
海
空
か
ら
の
無

⑵

戦
時
の
教
育
、
訓
練

戦
前
の
学
校
教
育
や
学
徒
の
戦

場
動
員
に
つ
い
て
は
知
念
忠
二
さ

ん
の
「
伊
江
島
の
戦
争
体
験
」
古

堅
実
吉
さ
ん
の
「
私
の
沖
縄
戦
体

験
」
に
詳
し
い
（「
国
民
学
校
1

年
生
」、「
悲
し
み
を
こ
ら
え
学
友

を
埋
葬
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

平
良
宗
潤

元
平
和
活
動
委
員
会

委
員
長

平
良
宗
潤

元
平
和
活
動
委
員
会

委
員
長

戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け
た
人
々
か
ら
あ
な
た
へ
の
伝
言平

良
宗
潤

平
良
宗
潤

元
平
和
活
動
委
員
会

委
員
長

委
員
会

委

元
平
和
活
動
委
員
会

委
員
長

戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け
た
人
々
か
ら
あ
な
た
へ
の
伝伝
言

組
合
員
が
語
る
戦
争
体
験
記

（
第
１
集
〜
第
５
集
）を
読
ん
で
（
そ
の
２
）

楽
し
く
ス
テ
キ
な
企
画
に
！

楽
し
く
ス
テ
キ
な
企
画
に
！

創
立
50
周
年
記
念
事
業  

若
手
企
画
委
員
会

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
企
画

沖
縄
医
療
生
協
は
今
年
で
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
も
、
こ
の
年
が
記
念
す
べ

き
1
年
と
し
て
思
い
出
に
残
る
よ

う
、
楽
し
い
未
来
を
信
じ
て
「
今

の
私
か
ら
10
年
後
の
私
／
10
年
後

の
○
○
○
︙
、
未
来
の
医
療
生
協

等
々
」
未
来
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
制
作
を
企
画

学
校
の
授
業
は
減
る
一
方
で
、

上
級
生
は
陣
地
構
築
に
か
り
出
さ

れ
、
児
童
も
中
飛
行
場
建
設
に
通

い
、
鉛
筆
を
天
秤
棒
に
か
え
て
の

勤
労
奉
仕
が
続
い
た
。

軍
隊
で
は
、
水
の
中
で
、
木
材

を
人
が
担
い
で
、
そ
の
上
を
兵
隊

が
歩
く
と
い
う
人
間
橋
の
訓
練
、

15
キ
ロ
の
急
造
爆
雷
を
背
負
っ
て

米
軍
戦
車
に
5
層
以
内
に
近
づ

き
、
投
げ
る
自
爆
訓
練
も
あ
っ

た
。
戦
車
を
待
ち
伏
せ
す
る
た

め
、
人
ひ
と
り
が
入
れ
る
縦
穴

（
タ
コ
ツ
ボ
）
掘
り
を
し
た
。
実

際
に
4
、
5
人
組
で
米
軍
戦
車
の

爆
破
斬
り
込
み
に
行
か
さ
れ
た
が

誰
も
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

し
て
い
ま
す
。

10
年
間
保
管
し
、
過
去
か
ら
の

贈
り
物
と
し
て
、
沖
縄
医
療
生
協

60
周
年
を
迎
え
る
年
に
開
封
式
を

行
お
う
と
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。募

集
方
法
が
決
定
次
第
ま
た
ご

案
内
致
し
ま
す
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
企
画

50
周
年
を
記
念
し
て
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
」を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、

デ
ザ
イ
ン
案
を
募
集
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

応
募
し
て
い
た
だ
け
る
対
象
の

方
々
は
、
地
域
組
合
員
と
職
員
組

合
員
の
皆
様
で
す
。
組
合
員
一
丸

と
な
り
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合

い
、
素
敵
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
生

み
出
し
ま
し
ょ
う
！

沖
縄
医
療
生
協
の
魅
力
が
伝
わ

る
素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
が
集
ま
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
詳
細
に
つ
い
て
は
決
定
次

第
ご
案
内
致
し
ま
す
。

若
手
企
画
委
員

久
志
鈴
里

沖縄医療生協だより

【医療福祉生協の理念】　健康をつくる。　平和をつくる。　いのち輝く社会をつくる。
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豊
見
城
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
会
議
を
中
断

す
る
こ
と
な
く
定
期
会
議
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
20
年
11

月
か
ら
始
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
は
、
当
初
パ
ソ
コ
ン
と

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
活
用
し
て
運
営
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
各
支
部

長
が
機
器
に
慣
れ
て
き
た
段

階
で
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
セ
ッ
ト

し
て
も
ら
っ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
を

開
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
組
合

員
活
動
課
職
員
の

援
助
を
得
な
が
ら

「
習
う
よ
り
慣
れ

ろ
」
と
、
機
器
の

使
い
方
に
苦
戦
し

な
が
ら
も
毎
月
の

会
議
を
開
催
。
そ

の
成
果
が
、
２
月

の
支
部
運
営
委
員

会
開
催
に
つ
な
が
っ
て
き
た
と
思

い
ま
す
。︿
６
支
部
中
５
支
部
が

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
く
﹀

６
支
部
長
や
支
部
運
営
委
員
の

情
報
共
有
は
、
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
会
議

日
、
行
事
の
案
内
、
組
合
員
の
近

況
報
告
、
島
ぐ
る
み
会
議
な
ど
の

活
動
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

豊
見
城
ブ
ロ
ッ
ク
長

大
城
郁
男

支部通信
去
る
12
月
25
日

に
ギ
ョ
ウ
ザ
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

ギ
ョ
ウ
ザ
作
り
が

初
め
て
の
子
も
い
て
、
始
め

る
前
か
ら
早
く
食
べ
た
い
！

作
り
た
い
！
と
大
騒
ぎ
。
運

営
委
員
の
協
力
の
も
と
、

２
０
２
０

年
１
月
か
ら

二
年
余
り
の

コ
ロ
ナ
禍

で
、
こ
の
間

に
妊
娠
、
出

産
、
育
児
を

経
験
し
て
き

た
女
性
は
数

多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま

す
。
両
親
学

級
の
閉
鎖
や

分
娩
立
ち
合

い
の
中
止
、

妊
婦
健
診
で
も
家
族
と
一
緒
に

胎
児
の
エ
コ
ー
さ
え
見
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
当

院
で
も
、
リ
モ
ー
ト
を
駆
使
し

て
出
産
は
何
と
か
乗
り
越
え
て

も
、
産
後
家
族
に
会
え
な
い
辛

ギ
ョ
ウ
ザ
の
具
を
作
り
始
め
ま
し

た
。
キ
ャ
ベ
ツ
、
ニ
ラ
、
ひ
き

肉
、
調
味
料
を
混
ぜ
て
モ
チ
ッ
と

し
た
具
が
準
備
で
き
ま
し
た
。

続
い
て
皮
に
具
を
包
ん
で
い
く

の
で
す
が
、
こ
れ
が
大
変
。
上
手

に
で
き
る
子
も
い
れ
ば
、
は
み
出

し
て
な
か
な
か
包
め
ず
苦
戦
す
る

子
も
い
ま
す
。
形
も
バ
ラ
バ
ラ
で

す
が
、
ど
う
に
か
包
み
終
わ
り
準

備
完
了
で
す
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
焼
い
て
い

き
ま
す
。
油
を
ひ
き
熱
し
た
フ
ラ

イ
パ
ン
に
ギ
ョ
ウ
ザ
を
並
べ
る
の

で
す
が
、
こ
こ
で
も
違
い
が
見
ら

２
０
１
３
年
3
月
30
日
に
具
志

川
支
部
を
分
割
し
て
う
る
ま
具
志

川
北
支
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。
困

難
な
事
も
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、

順
調
に
支
部
活
動
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
、
緊
急
事
態
宣
言
や
蔓
延
防
止

等
特
別
措
置
に
よ
る
活
動
自
粛
の

影
響
も
あ
る
中
、
追
い
打
ち
を
か

け
る
よ
う
に
支
部
事
務
所
の
閉
鎖

も
あ
り
、
支
部
活
動
が
休
眠
状
態

に
陥
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
改
め

て
活
動
拠
点
が
あ
る
こ
と
の
重
要

性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

休
眠
状
態
を
脱
却
す
る
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
今
年
1
月
に
何
と
か

新
支
部
事
務
所
を

開
所
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
事
務
所
を
大

い
に
活
用
し
、
楽
し

い
多
様
な
班
会
、
支

部
活
動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
医
療
生
協
の
50
周
年

を
迎
え
、
う
る
ま
具
志
川
北
支

部
の
「
健
康
を
つ
く
る
。
平
和

を
つ
く
る
。
い
の
ち
輝
く
社
会

を
つ
く
る
。」
活
動
を
少
し
で
も

前
進
で
き
る
よ
う
、
多
く
の
組
合

員
と
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

う
る
ま
具
志
川
北
支
部

支
部
長

山
田
義
富

さ
で
早
期
に
退
院
さ
れ
る
方
も

い
ま
し
た
。
実
際
に
コ
ロ
ナ
に

感
染
し
た
妊
婦
さ
ん
は
、
大
学

病
院
に
転
院
し
緊
急
帝
王
切
開

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
出
産
直
後

か
ら
母
子
分
離
と
な
っ
た
た
め

赤
ち
ゃ
ん
に
触
れ
る
こ
と
さ
え

許
さ
れ
な
い
状
況
で
し
た
。
そ

の
後
よ
う
や
く
隔
離
解
除
さ
れ

て
母
子
別
々
で
当
院
に
再
入
院

し
、
出
産
後
何
日
も
経
っ
て
そ

の
腕
に
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く
こ
と

が
で
き
た
母
の
涙
は
ス
タ
ッ
フ

の
心
に
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

命
が
命
を
産
み
出
す
場
に
働

く
も
の
と
し
て
、
私
た
ち
が
で

き
る
事
を
こ
れ
か
ら
も
積
み
上

げ
て
、
明
る
い
未
来
に
繋
げ
て

い
き
た
い
で
す
。
４
階
病
棟
南

を
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

沖
縄
協
同
病
院
４
階
病
棟
南

師
長

大
田
さ
つ
え

コロナ禍における
妊産婦さんの思い
コロナ禍における
妊産婦さんの思い

小
禄
３
支
部
・
小
禄
に
じ
の
広
場

皆
で
ワ
イ
ワ
イ
、

美
味
し
い
ギ
ョ
ウ
ザ
作
り

皆
で
ワ
イ
ワ
イ
、

美
味
し
い
ギ
ョ
ウ
ザ
作
り

事
業
所
通
信

れ
ま
す
。
お
そ
る
お
そ
る
入
れ
る

子
、
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
置
く
子
、

ポ
ン
と
投
げ
入
れ
よ
う
と
す
る

子
、
個
性
が
表
れ
ま
す
。

フ
ラ
イ
パ
ン
い
っ
ぱ
い
に
並
べ

た
あ
と
、
蓋
を
し
て
焼
き
あ
が
り

を
待
ち
ま
す
。
ジ
ュ
ー
と
い
う
音

と
共
に
、
い
い
匂
い
が
漂
っ
て
き

ま
す
。
早
く
食
べ
た
い
と
急
が
す

子
も
い
て
、
出
来
上
が
る
ま
で
が

長
く
感
じ
ま
す
。
頃
合
い
を
み
て

フ
ラ
イ
パ
ン
の
蓋
を
開
け
る
と
、

立
ち
上
が
る
湯
気
の
あ
と
に
美
味

し
そ
う
に
焼
き
あ
が
っ
た
ギ
ョ
ウ

ザ
が
並
ん
で
い
ま
す
。
ジ
ュ
ー

ジ
ュ
ー
と
音
を
立
て
る
熱
々
の

ギ
ョ
ウ
ザ
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分

が
作
っ
た
料
理
の
完
成
に
大
喜
び

で
す
。
整
っ
た
も
の
、
大
き
い
も

の
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ギ
ョ
ウ
ザ

を
取
り
合
っ
て
、
席
に
着
き
ま

す
。
あ
つ
い
あ
つ
い
！
と
言
い
な

が
ら
も
、
美
味
し
そ
う
に
頬
張
っ

て
い
ま
す
。
皆
、
ニ
コ
ニ
コ
と
幸

せ
そ
う
な
笑
顔
で
、
と
て
も
楽
し

い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

小
禄
西
支
部

高
良
初
子

※
写
真
は
一
部
加
工
し
て
い
ま
す
。

豊見城ブロック

コロナ禍のオンライン会議と
情報発信
コロナ禍のオンライン会議と
情報発信
地域組合員のつながりを大切に

休
眠
支
部
か
ら
の

脱
却
を
め
ざ
し
て

休
眠
支
部
か
ら
の

脱
却
を
め
ざ
し
て

う
る
ま
ブ
ロ
ッ
ク
・
う
る
ま
具
志
川
北
支
部

うるま具志川北支部事務所
入口

沖縄医療生協だより

【医療福祉生協の理念】　健康をつくる。　平和をつくる。　いのち輝く社会をつくる。
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沖
縄
協

同
病
院
初

期
研
修
医

1
年
目
の

清
水
直
貴

で
す
。

研
修
医
紹
介
テ
ー
マ
と
い
う
こ

と
で
今
回
は
私
自
身
の
生
い
立
ち

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
生
ま
れ
は
東
京
で
す
が
、
父

親
の
仕
事
の
都
合
で
小
学
生
の
時

に
沖
縄
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
那
覇
国
際
高
校
、

琉
球
大
学
と
進
み
沖
縄
協
同
病
院

に
就
職
し
た
次
第
で
す
。
沖
縄
で

の
生
活
も
長
く
な
り
、
愛
着
心
も

医
療
生
協
の
組
合
員
、
病
院

利
用
者
の
皆
様
、
初
め
ま
し
て

今
期
よ
り
理
事
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
沖
縄
協
同
病
院
の
新
垣
哲

治
と
申
し
ま
す
。
微
力
な
が
ら

お
役
に
立
て
る
よ
う
職
務
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
の
時
代
を

迎
え
、
私
た
ち
沖
縄

医
療
生
協
は
増
加
す

る
医
療
・
介
護
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
安
心
で
質
の
高

い
医
療
介
護
提
供
体

制
を
構
築
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、緊
縮
財
政
に
よ
っ

て
推
し
進
め
ら
れ
る
政
策
の
中

で
「
住
民
の
命
や
健
康
」
が
損

な
わ
れ
な
い
よ
う
尊
厳
を
守
る

無
差
別
平
等
の
医
療
、
福
祉
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新理事紹介

新 垣 哲 治
沖縄協同病院 強

く
あ
り
ま
す
。
な
の
で
、
医
師

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
中
で

沖
縄
協
同
病
院
、
沖
縄
県
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

愛
着
あ
る
沖
縄
に

医
師
と
し
て
貢
献
す
る
ぞ
！

愛
着
あ
る
沖
縄
に

医
師
と
し
て
貢
献
す
る
ぞ
！

沖
縄
協
同
病
院
１
年
目
研
修
医
　
清
水
直
貴

研修医
紹介

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
を
接
種

す
る
理
由
は
3

つ
あ
り
ま
す
。

1
つ
目
は
、

社
会
を
守
る
た

め
。オ

ミ
ク
ロ
ン

株
は
、重
症
化

し
に
く
い
反

面
、気
が
付
か

な
い
間
に
、感

染
が
広
が
っ
て
し
ま
う
た
め
、
隔

離
対
策
の
み
で
は
、
流
行
を
抑
え

る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン

で
流
行
抑
制
す
る
こ
と
で
、社
会
被

一
般
的
に
、
乳
幼
児
は
様
々
な

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
免
疫
を
獲

得
し
な
が
ら
成
長
し
ま
す
。
重
症

化
す
る
感
染
症
に
対
し
て
は
ワ
ク

チ
ン
を
打
ち
な
が
ら
、初
め
て
出
会

う
感
染
症
に
挑
ん
で
い
き
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
、大
人
達
も
初
め
て
出

会
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら

無
防
備
で
逃
げ
続
け
る
の
で
は
な

く
、ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
い
れ
ば
、

万
が
一
感
染
し
て
も
安
心
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
に
世
界
中

で
90
億
万
回
以
上
接
種
さ
れ
、

１
０
０
年
ぶ
り
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

か
ら
人
々
を
救
っ
て
き
ま
し
た
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
し
て
も
3
回

目
を
接
種
す
る
こ
と
で
重
症
化
予

防
は
勿
論
、
感
染
予
防
に
も
効
果

が
あ
る
事
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

高
齢
者
、
肥
満
や
基
礎
疾
患
の

あ
る
方
は
勿
論
、
高
校
生
以
上
の

元
気
な
方
も
、
ワ
ク
チ
ン
で
コ
ロ

ナ
に
負
け
な
い
社
会
生
活
を
送
り

ま
せ
ん
か
。
中
学
生
以
下
の
小
児

は
か
か
り
つ
け
医
と
相
談
し
、
納

得
し
た
上
で
の
接
種
を
お
勧
め
し

ま
す
。
集
団
免
疫
を
獲
得
す
る
ま

で
、
波
は
大
小
繰
り
返
し
や
っ
て

来
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
予
約
を
今

す
ぐ
取
り
、第
６
波
を
乗
り
切
り
、

次
の
第
７
波
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

沖
縄
協
同
病
院

小
児
科
医

安
藤
美
恵

去
る
2
月
18
日（
金
）13
時
~
17

時
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
交
流
企
画「
冬
の
あ
っ

た
か
交
流
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
３
６
７
ヶ
所
以
上
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
、
１
０
０
０
人

以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
丸
山
久
美
子
委
員

長
よ
り
「
組
合
員
活
動
の
ま
と
め

と
２
０
２
２
年
度
の
課
題
」
や
地

域
の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
組

合
員
活
動
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

学
習
講
演
の
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
」
に
つ
い
て
講
師
の
総
合
地

球
環
境
学
研
究
所
所
長
の
山
極
壽

一
氏
は
ゴ
リ
ラ
・
サ
ル
社
会
か
ら

2
月
10
日

（
木
）、
２
０
２
１

年
度
九
州
・
沖
縄

ブ
ロ
ッ
ク
方
針
討

論
集
会
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

始
め
に
、
２
０

２
１
年
の
活
動

の
振
り
返
り
と

２
０
２
２
年
度
の

重
点
課
題
を
医
療

福
祉
生
協
連
の
片

山
専
務
か
ら
基
調
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。振
り
返
り
で
は
、コ
ロ
ナ
感

染
症
や
医
療
現
場
の
状
況
、組
合

活
動
の
中
で
月
間
の
特
徴
や
つ
な

が
り
を
協
同
の
力
で
強
く
大
き
く

し
て
い
く
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
２
０
２
２
年
度
は
ど
う
い

う
年
に
な
る
の
か
、
健
康
づ
く
り

や
ま
ち
づ
く
り
、
社
会
と
の
つ
な

が
り
、
医
療
生
協
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

実
践
等
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

後
半
は
8
生
協
の
報
告
が
あ

り
、
そ
れ
を
受
け
て
の
グ
ル
ー
プ

討
議
で
は
各
生
協
と
も
同
じ
悩
み

を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
の
が
大

変
だ
け
れ
ど
も
、
大
事
な
つ
な
が

り
を
守
る
た
め
に
努
力
す
る
と
決

意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
協
同
病
院
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、感
染
に

強
い
組
織
へ
の
努
力
と
奮
闘
、全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
実
践
し
て
い
る

こ
と
が
ま
と
め
ら
れ
、他
生
協
の
参

加
者
も
感
動
し
て
い
ま
し
た
。組
合

員
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

那
覇
ブ
ロ
ッ
ク理

事

具
志
純
子

～第 6波を乗り切り、第 7波へ備えよう～～第 6波を乗り切り、第 7波へ備えよう～

新型コロナウイルスワクチン接種の
「３つ」の理由

新型コロナウイルスワクチン接種の
「３つ」の理由

害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

２
つ
目
は
、
子
ど
も
達
を
守
る

た
め
。

子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
我
慢
を

強
い
ら
れ
た
2
年
で
し
た
。
小
児

は
重
症
化
し
に
く
く
、
国
内
の
10
歳

未
満
の
死
亡
者
数
は
0
人
に
も
関

わ
ら
ず
、
重
症
化
す
る
大
人
達
を
守

る
た
め
に
、
何
度
も
休
校
と
な
り
、

学
び
や
遊
び
の
場
が
奪
わ
れ
、
子

ど
も
の
自
殺
も
増
え
ま
し
た
。
子

ど
も
達
を
守
る
の
は
大
人
の
役
目
で

す
。
大
人
達
が
重
症
化
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
達
を
健
や
か
な
日
常
へ
戻

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
つ
目
は
、自
分
を
守
る
た
め
。

の
学
び
で
、
現
在
の
日
本
人
が
サ

ル
化
し
て
い
る
こ
と
や
共
感
能
力

を
高
め
る
必
要
性
を
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
各
単
協
報
告
で
は
コ
ロ

ナ
禍
で
取
り
組
ま
れ
た
先
進
的
な

活
動
が
報
告
さ
れ
、
今
後
の
組
合

員
活
動
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
た
言
葉
に
「
半
径

５
ｍ
に
ウ
イ
ル
ス
で
は
な
く
笑
顔

と
思
い
や
り
を
届
け
よ
う
」
と
あ

り
ま
し
た
。
大
変
な
時
こ
そ
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て

医
療
生
協
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

本
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
部外

間
慎
一

笑
顔
と
思
い
や
り
を
届
け
よ
う

２
０
２
１
年
度
組
合
員
活
動
Ｗ
Ｅ
Ｂ
交
流
企
画「
冬
の
あ
っ
た
か
交
流
会
」

2021年度 九州・沖縄ブロック方針討論集会2021年度 九州 沖縄ブロック方針討論集会

地域とのつながりを協同の力で
強く大きくしていこう
地域とのつながりを協同の力で
強く大きくしていこう

沖縄医療生協だより

【医療福祉生協の理念】　健康をつくる。　平和をつくる。　いのち輝く社会をつくる。

あかるいまち　地域まるごと健康づくり 第440号 2022年３月５日発行（5）



※新型コロナウイルス感染症予防のため状況判断に応じて
　中止もありえます。まちづくり推進部へお問い合わせ下さい。

問合せ先 まちづくり推進部 TEL098-850-9004

３月
の日程 筋トレ　  教室トレ　  教室トレ　  教室健　康　  教室　  教室づくり　  教室　  教室（　　　  教室　  教室健　康　  教室（　　　  教室健　康　  教室　  教室づくり　  教室（　　　  教室づくり　  教室　  教室）　  教室

ところ：沖縄合同法律事務所（那覇民主診療所建物内）
対　象：医療生協組合員
担　当：事務所所属の弁護士が交代で受け持ちます
費　用：初回法律相談（30分）無料

無料法律相談のご案内

■ご希望の方は、こちらまで（予約申し込み・問い合わせ先）
沖縄合同法律事務所 ☎098-917-1088 住所：那覇市松尾２-17-34
平日、午前９時～ 12時　午後１時～５時 30分にご連絡下さい。

　沖縄医療生協は「健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。」の理念
のもと地域組合員・職員組合員が一体となって様々なとりくみをすすめています。
その中で地域の居場所づくりとして「子ども食堂」や「子ども無料塾」などを運営し
ており、今後も継続して支援が必要です。
　組合員皆様のご家庭で余っている食材や生活用品などを子ども食堂や子ども無
料塾へ寄付する事で子どもの居場所を継続して支援することができます。
　フードパントリー活動へのご理解、ご協力、ご支援をお願いいたします。

問合せ先  ☎098-850-9004 まちづくり推進部（外間）
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支 援 物 品支 援 物 品支 援 物 品支 援 物 品支 援 物 品 米、乾物、缶詰、ジュース類、お菓子、レトルト食品、
生活用品 など

フードパントリーとは
生活困窮者やひとり親家庭など何らかの理由で十分な食事が
できない状況の人々に食品を無料で提供する支援活動の事

※詳細はお問い合わせください。

　１面左上に掲載予定です。応募の方法は、お名前・住所・コメントを明記の上、画像
データを添付し、上記のメールアドレスまでお送りください。採用された方には図書カー
ド（500円）を進呈いたします。
※画像データは、ご自身で撮影されたものを応募してください。インターネット上のデー
タは著作権侵害になる可能性がございますのでご遠慮ください。

メールアドレス：oメールアドレス：oメールアドレス：oメールアドレス：oメールアドレス：okiiseikyodayori@kiiseikyodayori@kiiseikyodayori@kiiseikyodayori@yahoo.co.jyahoo.co.jyahoo.co.jyahoo.co.jpppp
問い合わせ連絡先問い合わせ連絡先問い合わせ連絡先問い合わせ連絡先：：：：沖縄医療生協まちづくり推進部沖縄医療生協まちづくり推進部沖縄医療生協まちづくり推進部沖縄医療生協まちづくり推進部 ☎ 850-9004☎ 850-9004☎ 850-9004☎ 850-9004☎ 850-9004☎ 850-9004☎ 850-9004

ベスベス私私私私私私私ののののののののベベベベベベベスススススススススストトトトトトトシシシシシシシシシショョョョョョッッッッッッッット♡ト♡ト♡ト♡♡♡トトトト♡♡♡♡

お 名 前：貝敷 浩子 さん　　タイトル：花の香り舞う旅路
コメント：心地よい風が吹く中、ミツバチを見て旅の途中のような気がしました。

あなたのお気に入りの１枚を紹介してみませんか？あなたのお気に入りの１枚を紹介してみませんか？
人物、風景、動物など何でも構いません。人物、風景、動物など何でも構いません。
あなたのステキな１枚をお待ちしております。あなたのステキな１枚をお待ちしております。あなたのステキな１枚をお待ちしております。

毎週ゲ
聴き逃した時は聴き逃した時はｆｍ那覇ホームページの
ポッドキャスト配信をクリックポッドキャスト配信をクリック！
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週ゲストをお呼びして様々々なな情報をお届けします。
聴き逃した時時はｆｍ那覇ホームページの

那那那那覇
オ放オ放オ放オ放オ放オ放送送送送オ放送
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毎週木曜日144：30～ ON AIR !

YouTububeでも聴けますeでも聴けます。（見れます）ListenRadio 検索

スマホでもも
ラジオがなくても
アプリで聞ける！

※ラジオで聴いてみたいテーマなどがあればお寄せ下さい。

第58回目　２月３日 無料・低額診療事業、辺野古新基地建設
  を許さないとりくみ
第59回目　２月10日 口腔崩壊
第60回目　２月17日 しめくくり月間
第61回目　２月24日 コロナの対応

２月の放送内容です。ぜひお聴きください。

問合せ先　まちづくり推進部  TEL 098-850-9004

那覇市、豊見城市、沖縄市、
浦添市、うるま市

お問合せ先：沖縄医療生協介護事業課　TEL：098-856-2519（西仲）

勤
務
地

◆
無
資
格
者
で
も
Ｏ
Ｋ

◆
勤
務
時
間
は
相
談
可

◆
資
格
取
得
に
向
け
た

援
助
制
度
も
あ
り
ま
す
！

職 員 募 集職 員 募 集職 員 募 集職 員 募 集職 員 募 集職 員 募 集
 ○正規職員 看護師、助産師、看護補助者
 ○勤 務 地 沖縄協同病院、中部協同病院、とよみ生協病院
※詳しくは（休日、給与、賞、手当等）沖縄医療生協ホームページをご覧ください。
お問合せ：沖縄医療生協人事教育部 TEL 098-850-3185（玉城）

沖縄医療生活協同組合

医療、介護、くらしなどで
お困りではありませんか?
お気軽にご相談ください。

〈窓口〉まちづくり推進部

受付時間：月～金　9 : 00 ～ 15 : 00
相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相相談内内容ををメモしておおくと、、スムムーズな相談談に役役立ちちます。。

①小禄筋トレ教室  小禄市営住宅集会所

②我那覇教室（さくら班）  豊見城市我那覇公民館
毎週木曜日　午後７時30分～午後８時30分
３月３日（木）、10日（木）、17日（木）、24日（木）、31日（木）

毎週金曜日　午前10時～午前11時
３月４日（金）、11日（金）、18日（金）、25日（金）

店舗名 業　種 住所・電話番号 特典内容

1 RainbowTerace
Okinawa カ フ ェ

北中城村喜舎場1214テラス
あやかりの杜２Fテラス ランチメニューを

10％オフ098-933-1475

2 Hearing Room．
Mu（土日営業）

リラクゼーション
サロン

北中城村喜舎場267-1（2F） 10分サービス080-6496-5892（要予約）

3 沖縄ろうきん 金 　 融

ローンプラザ　なは 0120-232-100 【無担保】
福祉ローン
カードローン
※ 詳しくは左記のローン

プラザへご連絡ください。

ローンプラザ
　　　　おもろまち 0120-029-155

ローンプラザ　コザ 0120-232-107

4

沖
縄
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

ガーデンレストラン
プランタン レストラン 那覇市泉崎2-46（地下１階） 料理代

10％割引098-853-2119（要予約）

ウエディングサロン ご 婚 礼

※ 対象条件がござい
ますので直接ご確
認くださいませ

那覇市泉崎2-46 098-853-2117

【特典内容】
・ファースト来館「ランチ券」ペア１組贈呈
・ ご結納特典、乾杯用スパークリングワインまたはフリー

ドリンク50％off
・ ウエディング特典（人数別値引き）
　ゲスト200名以上10万円
　ゲスト100名～199名７万円
　ゲスト30名～99名５万円

5 サザンビーチホテル＆リゾート沖縄

糸満市西崎町1-6-1 098-992-7542
【特典内容】
♦ 特製弁当（ホテルの美味をご自宅オフィスにお届けいたします。）
　海風 2,200円　　南山 3,300円　　
♦12周年特別結納プラン、選べる特典をご用意。（３月31日まで）
♦ランチタイム
　平　　　日　2,090円 ⇒ 特別料金 1,800円（税込）
　土・日・祝　2,310円 ⇒ 特別料金 2,000円（税込）
※詳しくは、ホームページをご覧ください。

6 ユインチホテル南城
レストラン サンピア

南城市佐敷字新里1688 098-947-0111
♦ランチバイキング　※但し、イベント日を除く
　2,350円→2,150円（３月31日まで）
♦入浴料　1,650円→1,350円（３月31日まで）
　　　　　ミネラルウォーター１本付き

天然温泉 猿人の湯

7

株式会社ユナイテッドコーポレーション ホテル 北谷町上勢頭 550-4

098-989-3880

宿
泊
費
20
％
オ
フ

　①ユナイテットリゾート 希望ヶ丘 恩納村名嘉真 2288-34
　②ユナイテットリゾート サラベス 恩納村名嘉真 1765-30
　③ユナイテットリゾート 読谷 読谷村瀬名波 538-1
　④ ユナイテットリゾート オーシャンビューライカム

（2021年4月オープン） 北中城村ライカム 565

　⑤ベアーズステイ 久米島イーフビーチ 久米島町字謝名堂 582
　⑥ CHULAX 沖縄読谷 読谷村瀬名波 763-3
　⑦真栄田グランブルー 恩納村真栄田 712-2

※お問い合わせは、まちづくり推進部（098-850-9004）までお願いします。
※各特典はコロナ感染対策を行いご利用ください。　　

組合員特典が利用できる店舗（組合員証の提示）

沖縄医療生協だより

【医療福祉生協の理念】　健康をつくる。　平和をつくる。　いのち輝く社会をつくる。

あかるいまち　地域まるごと健康づくり 第440号 2022年３月５日発行 （6）



○ マス目に答えを記入し、２重枠の文字のヒ
ントを参考に並べ替えて下さい。
○ 締め切りは４月15日（金）です。（消印有効）
○ クロスワードパズルの解答・当選者は442
号（2022年５月５日発行）です。
○ ハガキに答え・住所・氏名・一言コメントを
記載しお送り下さい。正解者の中から15名
に図書カードを贈呈します。
■ 送り先
〒901-0294 豊見城市字真玉橋593-1（８階）
　沖縄医療生協本部 まちづくり推進部
　☎098-850-9004

組合員の皆様へ
大切な出資金をお預かりしています。
住所変更やお亡くなりになられた場合は、
名義変更や脱退処理が必要となりますので、
お手数ですが、お早めにご連絡をお願いします。
TEL098-850-9004（まちづくり推進部）

全国四課題の到達
１月 2021年度累計 累計

組合員ふやし（人） 126 1,584 98,422
出資金ふやし（千円） 6,762 97,106 1,962,956
班づくり（班） 0 11 351
担い手ふやし（人） 7 39 1,016

担い手ふやしについては、現勢を載せています。

定
例
理
事
会
だ
よ
り

◎
第
25
期
第
7
回
理
事
会
が
1
月

29
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
、
左
記
の
議
題
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

◎
第
25
期
第
8
回
臨
時
理
事
会
が

2
月
9
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
、
左
記
の
議
題
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

祝
50
周
年

沖
縄
医
療
生
協
創
立
50
周
年
お
め
で

と
う
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
医
療
が
ん

ば
っ
て
下
さ
い
。我

那
覇
生
次
（
那
覇
市
）

順
風
満
帆

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
、
こ
の
答
え

に
行
き
つ
い
て
、
ヨ
シ
！
２
０
２
２

年
追
い
風
受
け
ズ
ン
ズ
ン
突
き
進
み
ま

す
。
創
立
50
周
年
と
い
う
節
目
、
順
調

に
よ
り
よ
い
1
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

悪
い
も
の
は
よ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

宜
野
座
一
（
那
覇
市
）

信
頼
と
安
心

新
年
号
の
Ｃ
Ｔ
新
機
種
入
れ
替
え
の

記
事
を
見
て
、
医
療
態
勢
に
ま
す
ま
す

信
頼
と
安
心
を
感
じ
て
い
ま
す
。「
増
資

協
力
の
お
か
げ
で
」
の
言
葉
に
嬉
し
い

限
り
で
す
。

比
嘉
睦
子
（
豊
見
城
市
）

体
重
が
…

昨
年
は
家
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、

体
重
が
︙
（
泣
）
子
ど
も
達
も
大
き
く

な
り
、
家
に
い
て
も
す
る
事
も
な
く
テ

レ
ビ
と
お
友
達
。
軽
く
ス
ト
レ
ッ
チ
は

す
る
の
で
す
が
、
ヒ
マ
す
ぎ
て
食
べ
て

ば
か
り
。「
今
月
の
一
品
」
を
見
て
料
理

す
る
の
も
楽
し
い
で
す
。
っ
て
、
食
べ

て
ば
か
り
で
す
。Ｄ

Ｋ
Ｙ
マ
マ
（
糸
満
市
）

き
た
え
る
ぞ

新
型
コ
ロ
ナ
や
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
な
ど

に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
触
れ
合
い
や
趣
味

な
ど
が
休
み
に
な
り
、
家
に
閉
じ
こ
も
る

時
間
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
こ

そ
は
頭
を
使
う
ク
イ
ズ
、
パ
ズ
ル
、
読
書

な
ど
に
挑
戦
し
、
心
や
体
を
鍛
え
る
こ
と

に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
高
ア
イ
子
（
う
る
ま
市
）

タ
テ
の
ヒ
ン
ト

1
、
3
月
の
誕
生
石

2
、
根
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
同

じ
根
か
ら
生
じ
る
こ
と
。

3
、
感
情
的
、
理
想
的
に
物
事
を
と
ら
え

る
こ
と
。
夢
や
冒
険
な
ど
へ
の
強
い

あ
こ
が
れ
を
も
つ
こ
と
。

4
、
人
が
意
志
を
決
め
た
り
、
行
動
を
起

こ
し
た
り
す
る
直
接
の
原
因
。

7
、
免
許
。許
可
。承
認
。ま
た
、そ
の
書
。

9
、
父
ま
た
は
母
の
兄
弟
姉
妹
の
子
。
お

じ
・
お
ば
の
子
。

12
、
細
か
い
こ
な
状
の
も
の
。
こ
な
。

14
、
だ
し
・
調
味
料
な
ど
で
味
を
つ
け
た

料
理
用
の
液
。

15
、
菓
子
を
作
る
こ
と
。

16
、
高
等
植
物
で
、
葉
・
根
と
と
も
に
植

物
を
構
成
す
る
基
本
器
官
。

ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

1
、
Ｓ
Ｆ
な
ど
に
登
場
す
る
、
高
い
知
性

を
も
つ
人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
。

5
、
奇
蹄
目
○
○
科
の
哺
乳
類
。
体
は
一

般
に
大
形
で
、
顔
が
長
く
、
た
て
が

み
が
あ
り
、
長
い
毛
の
尾
が
あ
る
。

力
強
く
、
走
る
こ
と
が
速
い
。

6
、
二
面
あ
る
物
の
、
表
面
と
反
対
側
の

面
。
う
し
ろ
。

8
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
、
フ
ァ
イ
ル
の

内
容
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
機
能
な
ど
を

絵
文
字
に
し
て
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
上
に

表
示
し
た
図
形
・
記
号
。

10
、
普
通
と
よ
う
す
が
違
っ
て
い
る
こ
と
。

不
思
議
な
こ
と
。

11
、
羊
の
肉
。

13
、
自
分
の
利
益
だ
け
を
考
え
、
他
人
の

こ
と
は
顧
み
な
い
こ
と
。

14
、
魚
・
肉
・
野
菜
な
ど
が
、
新
し
く
て

生
き
生
き
と
し
て
い
る
こ
と
。

16
、
歩
行
が
不
自
由
な
と
き
に
腰
掛
け
た

ま
ま
移
動
で
き
る
よ
う
に
、
椅
子
に

車
輪
を
つ
け
た
も
の
。

17
、
列
車
を
止
め
て
、
乗
客
の
乗
降
、
貨

物
の
積
み
降
ろ
し
を
す
る
所
。

18
、
土
の
小
高
く
盛
り
上
が
っ
て
い
る
所
。

二
重
枠
の
ヒ
ン
ト

何
か
一
つ
の
こ
と
に
心
を
集
中
し
て
、

他
の
こ
と
に
心
を
奪
わ
れ
な
い
さ
ま
。
一

つ
の
こ
と
に
熱
中
し
て
、
他
の
も
の
に
注

意
を
そ
ら
さ
な
い
さ
ま
。

作・島袋　聡

※
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
記
入
さ
れ
て
い
る
一
言
は
ふ
れ
あ
い
広
場
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

1 2 3 4

5 6 7

8 9 10

11 12

13 14 15

16

17 18

応募の方法２
０
２
２
年
1
月
号

４
３
8
号

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
解
答

当
選
者

・
久

高

勤

子
（
う
る
ま
市
）

・
草

壁

瑞

恵
（
北
谷
町
）

・
前

底

ま
さ
み
（
浦
添
市
）

・
又

吉　
　
　
慶
（
浦
添
市
）

・
比

嘉

と
し
え
（
浦
添
市
）

・
Ｒ
Ｕ
Ｕ　
　
　
　
（
那
覇
市
）

・
久

髙

友

隆
（
那
覇
市
）

・
喜

納

美
由
紀
（
那
覇
市
）

・
ミ
ノ
リ
ン　
　
　
（
那
覇
市
）

・
ま
め
だ
ぬ
き　
　
（
南
風
原
町
）

・
儀

間

俊

夫
（
南
風
原
町
）

・
川

武　
　
　
淳
（
八
重
瀬
町
）

・
田

中

知

子
（
南
城
市
）

・
嶺

井

千
代
子
（
南
城
市
）

・
宮

里　
　
　
学
（
糸
満
市
）

１
０
１
名
の
応
募
が
あ
り
92
名
が
正
解

し
ま
し
た
。
抽
選
で
15
名
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ジ
ュ
ン
プ
ウ
マ
ン
パ
ン

ナ イ ソ ウ ソ ウ
カキ マ ウ ン ド
ミ ハ キ ン
ジ オ ラ マ セ
ル パ ン カ ン キ
ー シ ツ プ ウ

ユ ル ヤ カ ク ン

《
報
告
事
項
》

１
、各
種
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

２
、２
０
２
１
年
度
全
国
四
課
題

実
績
報
告
に
つ
い
て

３
、２
０
２
１
年
度
第
2
回
全
県

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
報
告
に
つ
い

て
４
、米
軍
基
地
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
強
化
と
、
基
地
撤
去
を
求

め
る
要
請
書
に
つ
い
て

５
、「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」

延
長
と
組
合
員
活
動
に
つ
い

て
６
、お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト

ナ
ー
登
録
に
つ
い
て

《
協
議
事
項
》

１
、12
月
度
決
算
に
つ
い
て

２
、２
０
２
２
年
度
第
一
次
予
算

案
に
つ
い
て

３
、と
よ
み
生
協
病
院
建
築
工
事

に
つ
い
て

４
、２
０
２
１
年
度
医
師
団
会
議

に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

１
、新
と
よ
み
生
協
病
院
建
設
に

伴
う
専
従
職
員
配
置
に
つ
い

て

《
決
議
事
項
》

１
、新
と
よ
み
生
協
病
院
建
築
工

事
の
業
者
選
定
に
つ
い
て
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❶ サツマイモは幅２cmくらいに切り大きければ２から４つ
に切る。鶏肉、長ネギも１口大に切る

❷ フライパンにサラダ油大さじ1/2を中火で熱し鶏肉を並
べ入れる。塩少々を振り、焼き目がついたら裏返し、サ
ツマイモ、長ネギを加えてネギにかるく焼き目がつくま
で炒める。

❸ だし汁と酒大さじ１を入れて、弱めの中火で15分から20
分煮る。サツマイモに火が通ったら、しょうゆ小さじ１
で調味し、器に盛ってすりごまをふって完成です。

材料（２人分）

作り方

沖縄生協病院
栄養管理室　調理師

仲西　修

鶏モモ肉
サツマイモ
長ネギ
だし汁
白すりごま

……1/2枚　130g
…1/2本　150g

…………………100g
……… 400～600cc
…………小さじ2

サラダ油　
塩
酒
しょうゆ

……… 大さじ1/2
……………………… 少々
………………… 大さじ１

………… 小さじ１

材料（２人分）

鶏モモ肉 ……1/2枚 130g サラダ油 ……… 大さじ1/2

２
０
２
２
年
（
令
和
4

年
）、
今
年
は
寅
年
と
い
う

こ
と
で
、
利
用
者
さ
ん
と

職
員
と
一
緒
に
上
原
和
博

先
生
の
素
晴
ら
し
い
虎
の

絵
を
基
に
、
虎
の
貼
り
絵

を
作
成
し
ま
し
た
。
利
用

者
さ
ん
同
士
、「
歳
は
取
り

た
く
な
い
ね
~
」「
歳
は

取
っ
て
捨
て
る
も
ん
さ
~
。

そ
し
た
ら
若
く
な
る
よ
~
」

と
、
ゆ
ん
た
く
し
な
が
ら

楽
し
く
作
成
し
ま
し
た
。

今
年
73
歳
に
な
る
私
の
尊
敬
す
る
方
が
「
歳
を
と
る
と
い
う
こ
と

は
魂
が
老
け
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
僕
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、ヒ
ヤ
ミ
カ
チ
節
の
歌
詞
に
「
我
や
虎
で
む
ぬ

羽
ち
き
て
ぃ

た
ぼ
り

波
路
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

渡
て
ぃ
な
び
ら
」
と
あ
る
よ
う
に
、

利
用
者
さ
ん
と
共
に
今
年
も
虎
の
よ
う
に
力
強
く
、
若
々
し
く
、
楽

し
く
ハ
ッ
ピ
ー
な
一
年
を
過
ご
し
、
来
年
の
干
支
う
さ
ぎ
さ
ん
を
迎

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

浦
添
協
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

通
所
リ
ハ
ビ
リ

當
間
健
作

ト
ラ
の
よ
う
に

力
強
く
、
若
々
し
く
、

楽
し
い
一
年
を
過
ご
す
ぞ
！

これ、シーサー！？

沖縄医療生活協同組合の取り
組みや健康に関する情報など
を発信します！

友だち募集中

まちづくり推進部：前田
098－856－2519

作品コーナー作品コーナー

首
里
金
城
町
の
シ
ー
サ
ー
軍
団

　
　

み
は
ら
し
館
屋
根
上
シ
ー
サ
ー

絵
：
上
原
和
博
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